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イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
導
入
と
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
の
整
合
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
の
閣
議
で
、
政
府
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
す
る
防
衛
力
を
強
化
す
る
た

め
、
陸
上
配
備
型
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
今
年
度
の
補
正
予
算

案
と
来
年
度
予
算
案
に
導
入
に
む
け
た
経
費
を
計
上
し
、
秋
田
県
秋
田
市
と
山
口
県
萩
市
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
の
演
習
場
に
一

基
ず
つ
配
備
す
る
方
針
で
あ
り
、
今
後
、
配
備
予
定
地
の
地
質
調
査
や
購
入
先
と
な
る
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
交
渉
な
ど
を
進

め
、
二
〇
二
三
年
度
ま
で
に
配
備
が
行
わ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
、
ロ
シ
ア
外
務
省
の
ザ
ハ
ロ
ワ
報
道
官
は
、
日
本
が
北
朝
鮮
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
ア

メ
リ
カ
製
の
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の
配
備
を
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
ロ
関
係
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
発
言
し
、
米

ロ
の
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
に
違
反
す
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
ザ
ハ
ロ
ワ
報
道
官
は
「
ア
メ
リ
カ
が
事
実
上
、
日
本
の
支

援
を
得
て
、
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
に
ま
た
一
つ
違
反
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
が
ア
メ
リ
カ
製
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を
導
入
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
外
務
省
報
道
官
の
い
う
と
こ
ろ

の
、
「
ア
メ
リ
カ
が
事
実
上
、
日
本
の
支
援
を
得
て
、
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
に
ま
た
一
つ
違
反
し
た
」
と
の
ロ
シ
ア
政

一



府
の
認
識
は
妥
当
な
主
張
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

二

一
九
八
七
年
十
二
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
に
よ
っ

て
ワ
シ
ン
ト
ン
で
調
印
さ
れ
た
、
「
中
射
程
、
及
び
短
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
廃
棄
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主

義
共
和
国
連
邦
の
間
の
条
約
」
（
「
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
」
と
い
う
。
）
の
締
結
国
は
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
で
あ
る

も
の
の
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
下
で
、
日
本
が
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を
運
用
す
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
領
土
に
向
か
う

ミ
サ
イ
ル
も
迎
撃
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
で
い
う
「
各
締
約
国
は
、
日
本
国
の
施
政

の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け
る
、
い
ず
れ
か
一
方
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国
の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
め
、
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
」
場
合
、
ア
メ

リ
カ
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
射
程
は
約
二
千
キ
ロ
と
想
定
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
で
は
、
射
程
が
五
百
キ
ロ
か
ら
五
千

五
百
キ
ロ
ま
で
の
範
囲
の
核
弾
頭
、
及
び
通
常
弾
頭
を
搭
載
し
た
地
上
発
射
型
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
廃
棄

を
求
め
て
お
り
、
海
上
発
射
型
の
そ
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
で
い
う
「
各
締
約
国
は
、
日

本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け
る
、
い
ず
れ
か
一
方
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国
の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す

二



る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
」

場
合
、
海
上
自
衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
艦
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
迎
撃
の
た
め
に
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
こ
と
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約

で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
と
解
す
べ
き
だ
が
、
陸
上
配
備
型
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
場
合
に
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
に
抵

触
す
る
懸
念
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

ロ
シ
ア
軍
は
、
北
方
領
土
の
国
後
島
に
バ
ル
、
択
捉
島
に
バ
ス
チ
オ
ン
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
射
程
が
三
百
キ

ロ
程
度
で
あ
り
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
に
違
反
し
な
い
配
慮
を
行
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
シ
ア
の
ザ
ハ
ロ
ワ
報

道
官
も
、
日
本
側
の
動
き
は
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
に
寄
与
し
な
い
と
述
べ
、
日
ロ
間
の
安
全
保
障
分
野
に
お
け

る
信
頼
醸
成
や
、
平
和
条
約
締
結
交
渉
に
「
否
定
的
な
影
響
」
を
与
え
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
導
入
は
、
日
ロ
の
平
和
条
約
締
結
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

日
本
以
外
に
既
に
ア
メ
リ
カ
製
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を
導
入
し
て
い
る
国
は
ど
こ
か
。
あ
る
い
は
現
時
点
で
導
入
を

決
め
て
い
る
国
は
あ
る
の
か
。
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

二
〇
二
三
年
の
配
備
完
了
ま
で
に
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
導
入
に
必
要
な
経
費
総
額
は
ど
の
程
度
と
想
定
し
て
い
る
の

か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三



七

二
〇
二
三
年
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
完
了
後
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を
維
持
管
理
、
運
用
す
る
た
め
、
毎
年
度

ど
の
程
度
の
経
費
を
要
す
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


